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要　　　　　旨
平成２０年２月１５日に文部科学省から新たな学習指導要領が発表された。そこに示される
歌唱共通教材について楽曲や曲数の変更はない。しかし、共通教材として示されたなかか
ら選択して指導するのか、それともすべて扱わなければならないのか、いわば必修の率と
選択幅の点から一歩必修に近づいたことに気づく。すなわち平成元年の改訂において、小
学校の歌唱共通教材を各学年４曲示し「各学年３曲を含め」とし、指導計画の作成におい
て２５％の選択の余地を残していた。つぎの平成１０年改訂でも１･２年と３･４年で「３曲を
含めて」と同様だが、５･６年では「２曲を含めて」と改め１曲減らし５０％に選択幅を広げ
た。また中学校では、平成１０年の改訂により一切示されなくなったのである。
ところが今回の改訂では、１・２学年及び３・４学年は曲数を示す文言を削除し選択の
余地をなくし、５・６学年では「３曲を含めて」と改め、５０％から２５％への選択幅に狭め
られている。また中学校では、平成１０年改訂で一旦なくなっていた共通教材が、この改訂
で復活し、示された７曲のなかから各学年ともに１曲選んで（選択幅５７％）扱うこととなった。
そこでこれらの歌唱共通教材が、小・中学校で実際にどの程度扱われているか、また児
童・生徒はどの程度知っているかを調査し、共通教材としての音楽的価値について検討を
加えることを試みた。
Ⅰ．共通・任意歌唱教材に関する調査と考察
１　共通教材の扱いとその経過
この改訂の状況をみて明らかにしたくなった点が二つある。その１つは、これまでの歌
唱共通教材には指導する教員の立場から教材選択の余地があったわけだが、ならばこれら
の教材が授業において、それぞれどの位の割合で選択されていたのか、その数値を明らか
にしたいと考えた。ただし、授業において実施状況を調査することは不可能なので、その
かわり児童・生徒たちにどの程度周知されたのか、それらがどの程度数値として現れるも
のであるかを、かつて児童・生徒であった学生を通じて調査することにした。つまり、指
導する教師にとっても児童・生徒にとっても、教材としてどれだけ慣れ親しまれ大切に記
憶されているのか、そしてそれらの曲にはどのような曲が該当しているか、逆に見向きも
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されない教材があるのか、その差はどの程度か等、実態が数値として現れるのではないか
と考えたからである。
その２つは、新学習指導要領により各学年に示された４曲の歌唱教材は５・６年を除き、
すべて「含めて、斉唱及び合唱で歌う楽曲」として指導することになっているわけだが、
はたしてこれら歌唱共通教材が全国すべての児童・生徒に、法的拘束力を以てして教える
にふさわしい、音楽としての価値ある教材であるのか、という疑問である。これらについ
て、実際に指導する教員はどのように捉えているのか、という点を知りたいと考えたから
である。
これらの歌唱共通教材のなかで、かなり高い率で歌われ親しまれている曲であるとする
ならば、人々に広く、しかも世代を超え生涯にわたって歌い継がれていく価値を、十分に
持っている曲であると考えられる。そこで本研究においても、さらに価値ある教材として
の根拠を明らかにしていくことが有益であると考えている。
２　調査の概要
敢　教材の履修率と記憶の実態
そこでまず、小学校歌唱共通教材全２４曲、および復活した中学校歌唱共通教材全７曲、
および中学校で最も歌われていると思われる任意の合唱曲４曲、かつての中学校鑑賞共通
教材６曲、合計４１曲について、大学生を対象に、「小・中学校時代に習ったかどうかその記
憶の有無」、および「その定着度」について調査した。
上記すべての曲名を提示し、そのすべてに以下の５項目から評価し、回答する方法を
とった。
調査対象としたのは、山形大学および山形県立保健医療大学で、筆者が担当している授
業から、以下のとおり４つの授業を抽出した。なお調査期日は２００９年４月である。対象と
した学生はいずれも、音楽を専攻している学生、小学校教員養成課程の学生、一般教養と
して「音楽」を選択した学生たちであり、学習した記憶はかなり確かではないかと推測さ
れる。
柑　愛唱される率の差に対する現職教員のコメント
つぎに、調査した結果を資料として示しながら、その理由について考えられることを、
現職教員を中心に調査した。回答が「私は教えている」「教えていない」、あるいは「教え
①　習った記憶もあり、今でも歌える。（歌詞は記憶なくともよい）
②　習った記憶はあるが、歌えるかはあまり（殆ど）自信がない。
③　習ったかは覚えていないが、（おぼろげながらでも）歌える。
④　習った覚えはなく歌えないが、この歌の存在くらいは知っていた。
⑤　習わないし､このような歌があることも知らなかった。（全く記憶にない）
山形大学　地域教育文化学部　生涯音楽学習概論 （おもに１年） ２２名
山形大学　地域教育文化学部　小学校教育法（音楽） （おもに２年） ５８名
山形大学　一般教養　近代日本音楽史｢唱歌と流行歌｣ （おもに１年） 　６２名
県立保健医療大学　一般教養「音楽」 （おもに１年） 　５３名 合計１９５名
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るべきである」「必要はない」、あるいは「共通教材として賛成である」「反対である」な
ど、指導の当事者にならぬよう、あくまでも調査結果に対して、考えられるその理由を述
べていただくよう細心の注意を払った。
①　「よく歌われ親しまれている教材」として数値に示された上位１０曲について、個々に
質問した。「その理由として考えられること」は以下のような回答を想定した。
②　「知られていない教材」として数値に示された下位５曲について、個々に質問する。
「その理由として考えられること」は以下のような回答を想定した。
③　ここで明らかにしたいこと
小・中学校の歌唱共通教材に関する調査結果については、調査に協力していただいた現
職教員の方々とは直接関係するものではない。あくまでも、この調査結果から得られた
「教材が愛唱される率の差」その数値を見て、その理由として考えられることを述べていた
だいたものである。
したがって、協力された現職教員自身からは自らの指導や取り組みについては、ここで
は一切触れていただいてはおらず、その数値を見て「その原因となることは何か」「その数
値の根拠や理由は何か」等々、考えられることを余すところなくコメントしていただいた
ものである。
このようにしたため、これらのコメントからは広く愛唱されている曲の価値とその本質
が、ある程度見えてくるのではないかと期待したところである。
３　小学校歌唱共通教材の履修と記憶の調査結果
以下は、調査した小学校歌唱共通教材全２４
曲を、調査から得られた数値をもとに、①と
回答した数値が多い曲から降順に並べたもの
である（次ページに棒グラフ・凡例①～⑤参
照）。
調査の結果から指摘できる特徴的なこと
は、およそ以下のとおりである。
○　全体的にみると、よく知られ歌われる曲
と、その曲の存在すら知られていない曲の
差が顕著であった。順位でいうと、中間の
１０曲目「春の小川」、１３曲目「とんび」、そ
してさらに１８曲目「ふじ山」の段差でより
明確になっている。
○　「ふるさと」「春がきた」は歌えるか否か
は別としても、習った記憶がある、との回
・歌いやすさ　・美しい旋律　・情景　・季節感　・曲全体の雰囲気　・その他
・歌いにくい　・美しいと思えない旋律･音楽　・歌詞の意味が難解　・歌詞に芸術的な価値を見
いだせない　・時代の隔たりをあまりにも感じさせる　・その他
⑤④③②①調査結果実数
0497175 ふるさと
10186170 春がきた
281214159 も み じ
032115156 虫のこえ
013010154 う　　み
01443147 かたつむり
073018140 夕やけこやけ
352328136 さくらさくら
4132321134 茶 つ み
5102431125 春の小川
9282429105 おぼろ月夜
10154128101 われは海の子
4819145361 と ん び
2738521959 ひらいたひらいた
4637223753 こいのぼり
24289953 子もり歌
1855462551 う さ ぎ
7244192436 ふ じ 山
9238182522 日のまる
1053292722 まきばの朝
6555431319 かくれんぼ
11829112017 冬げしき
9656102211 スキーの歌
1291733511 越天楽今様
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答が９０％以上になる。また「う
み」「虫のこえ」「夕やけこやけ」
などは「習ったかは覚えていな
いが歌える」と、授業以外で
知ったと思われる数も多く、上位１０曲の知名度は９０％を超えている。
○　中間あたりで特徴的なことは「子もり歌」「うさぎ」「かくれんぼ」である。学校で習っ
たとする①･②を合わせても３２％程度であるが、「習ったかは覚えていないが（おぼろげ
ながらでも）歌える」とする回答が、授業で習ったとする３２％を超え４５％近くに達する。
あるいは幼い頃に母親が歌ってくれた経験を持っていると思われる。
○　「スキーの歌」の「存在くらいは知っていた」とする回答の数値が高いのは、「スキー」
（山は白銀　朝日をあびて～・時雨音羽作詞．平井康三郎作曲．１９２４年）を調査する時点
で歌って聴かせてはいるが、あるいは混同があるのではないかと思われる。
○　下位７曲については、つぎのような特徴がある。「その歌の存在すら知らない」との回
答が５０％を超えるものが３曲、「学校で習った」とする曲が３０％を下回る曲が６曲となっ
ている。うち「ふじ山」が東北地方では知られていないことは理解できるが、福島県内
をモデルにした「牧場の朝」については「ふじ山」よりもさらに周知されていなかった
ことがわかった。
４　歌唱共通教材に関する調査結果についてのコメント調査の概要
つぎに、前述した結果を資料として示し、多く歌われる上位の５曲は「なぜ好んで歌わ
れるのか」、また授業で扱われた率が３０％以下の６曲について「なぜ３０％を下回ったのか」、
　黒　①　習った記憶もあり、今でも歌える。（歌詞は記憶なくともよい）
斜線　②　習った記憶はあるが、歌えるかはあまり（殆ど）自信がない。
　灰　③　習ったかは覚えていないが、（おぼろげながらでも）歌える。
　白　④　習った覚えはなく歌えないが、この歌の存在くらいは知っていた。
縦線　⑤　習わない。このような歌があることも知らない。（全く記憶にない）
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その理由として考えられることについて、現職の教員から意見を集めることにした。以下
は、その調査用紙である。
５　小学校共通教材の調査結果をみた現職教員のコメント
調査の結果、現職教員から以下のようなコメントをいただいた。調査対象とした教員
は、平成２１・２２年度に免許更新講習を受講した５５名からいただいたものでる。以下の表の
右端「中･高」欄は、中学校・高等学校の音楽科教員のコメント数である。また「小」は、
小学校全科教員および特別支援学校全科教員であり、音楽を専門とした教員ではない。ま
た、調査方法が自由記述としたので、項目により複数回答もあるため、回答の合計は調査
人数とは一致していない。
次ページの表は「ふるさと」をはじめとして、よく教えられ、よく歌われた上位の５曲
を、それぞれの教材についてその理由となることがらを、自由記述でできるだけ簡潔に述
べていただき、それをまとめて数値化したものである。
【主旨】　平成１０年指導要領では、１･２･３･４年では各学年４曲中３曲、５･６年では４曲中２曲を扱う
こととされていました。今回の改訂により１･２･３･４学年では全曲、５･６年では４曲中３曲
と、選択の余地が狭められ、その指定が拡大されました。
そこで、別紙資料のような共通教材の履修状況と記憶の調査を試みました。その査結果、教材
により履修状況に大きな偏りがあることが判明しました。この偏りがはたして、教材としての価
値の有無、あるいは子どもが喜んで歌うか否かによるものであるのか、指導のしやすさや伴奏の
しやすさなどによるものかを明らかにしたいところです。
つきましては、この結果から多く歌われる曲５曲と、扱われる率が３０％以下の６曲について、
「なぜ好んで歌われるのか」、あるいは「なぜ３０％を下回るのか」その理由について、現職の先生
方からご意見を集めることにしました。
ただし、「私は教えている」あるいは「教えていない」、「教えるべきである」「必要はない」、
「共通教材として賛成である」「反対である」、というご意見を伺いたいわけではありません。あく
までも、「なぜ高率なのか」あるいは「なぜ低率なのか」、教材としての教え易さや子どもに対し
ての適切・不適切等の理由や、教材としての価値等を、なるべく文章ではなく単語で語っていた
だければ幸いに存じます。【回答例：「季節感あり」「旋律が美しい」「イメージが明確」・「児童が
好まず」「難解な歌詞」「児童が歌いづらい」等】
主旨をご理解のうえ、何卒ご協力いただきますようお願い申し上げます。
【以下の歌はなぜ好んで歌われると思いますか？簡潔にお書き下さい。】（複数回答可）
　
【以下の歌は、なぜ教材としてあまり扱われないのですか？】（複数回答可）
兎追いしかの山小鮒釣りしふ る さ と
春がきた春がきたどこに春 が き た
秋の夕日に照る山もみじも み じ
あれ松虫が鳴いている虫 の こ え
海は広いな大きいなう　 み
白地に赤く日の丸染めて日 の ま る
ただ一面に立ちこめた牧場ま き ば の 朝
かくれんぼする者よっといか く れ ん ぼ
さ霧消うる港江の舟に白し冬 げ し き
輝く日の影はゆる野山ス キ ー の 歌
春の弥生のあけぼのに越 天 楽 今 様
鈴木　　渉　・　伊藤　　綾
１６８
７４
この５曲をとおして共通にいえることは、以下のとおりである。
○　「イメージ」「季節感」「表情がつけやすい・心情に共感」など、教材として取り扱う理
由として、おもに歌詞に関して指摘したものが、全コメント３９３件のうち２０９件、５３％に
のぼっている。
○　メロディーがよいとしたものが、全コメント３９３件のうち１０１件、２６％あげられている。
その理由として「旋律が美しい」や「歌いやすい」をあげている。
○　親子や世代を超えたコミュニケーションをそのメリットとしてあげている曲もあり、
「ふるさと」では９件、「春がきた」では７件あった。
○　「虫のこえ」では「リズム感がある」や「擬音のおもしろさ」「器楽との関連」など、
興味をひく要素があることや、歌唱以外の表現活動に発展するおもしろさをあげている
ことが特徴的である。
○　「もみじ」では「はじめての二部合唱として適切」と、学習活動の発展性を２３人があげ
ていた。
○　「ふるさと」や「もみじ」では、「日本のよさ・郷愁」や「日本の心」と、季節感あふ
れる日本の原風景をイメージできる曲が好まれることを示すコメント１５件が目を引い
た。
合計小中・高コメント（同じような分析を複数まとめた）共通教材（上位）
24186旋律が美しい・曲がよい
ふ る さ と
201010旋律が歌いやすい・耳に馴染みがある
1495イメージしやすい
13121日本のよさを伝えられる・郷愁
972保護者・教員にも親しまれている　　世代を超えて歌える
743歌詞がよい・明確
743メデイア・街などで耳にしやすい・学校以外でも耳にする
11和声進行すなお
24186歌詞の雰囲気イメージ共感・楽しい
春 が き た
18126季節感あり
17152メロディー簡単・明るい・美しい
936歌いやすい・覚えやすい
743耳馴染み・母が子に歌う
633短かく明快・構成がはっきり・形式が鮮明
11音域が子どもにぴったり
342410歌詞に季節感・色彩感あり
も み じ
23149はじめての二部合唱教材として適切
954旋律美しい・ほのぼの感あり・のびのび歌える・歌いやすい
862情景を理解・イメージしやすい
22日本の心
25196擬音のおもしろさに興味
虫 の こ え
17125イメージしやすい・表情つけやすい・自然に共感・虫になりきれる
1156季節感あり
1192器楽と関連できる・指導の題材に幅がある
633リズムがやさしい・リズム感あり
63旋律がふさわしい・子どもがしゃべるような旋律・歌いやすい
281810歌詞がイメージしやすい・表情つけやすい・自然に共感できる
う　 　 み
1284旋律歌いやすい・拍子・リズムの魅力・歌詞とメロディー合う
1064季節感あり
963覚えやすい
541耳すでに知っている
553718調査対象
歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する
＝歌い継がれる曲の価値に関する考察＝
１６９
７５
共通教材のなかで歌われる数値が最も低かった６曲について、先ほどの要領でコメント
をいただいたものを集計したのが下表である。
○　最も多いコメントは「歌詞が難解、歌詞からイメージしにくい、日常性に乏しい」お
もに歌詞に関する理由が全コメント３３８件中１５４件で４６％にのぼる。たしかに「まきばの
朝」「冬げしき」「スキーのうた」「越天楽今様」など、古い歌詞（注：文語体をさす。以
下同様）が多く見られる。しかし「ふるさと」の歌詞も古いものである。ならば、これ
らとどこが異なるのか、その相違点こそ大切な点であり注目すべきではないだろうか。
○　つぎに多かったコメントは「古すぎる音楽、音程がとりづらい、メロディーが平坦で
曲の盛り上がりがない、歌って楽しいと感じない、伴奏が付けにくい」という、音楽そ
のものに対する指摘でその数は１１９件、３５％にのぼる。うち、音楽そのものに対する指摘
もあるが、多くは児童にとって歌いづらい・感覚に合わないという指摘が７９件、２３％に
合計小中高コメント（同じような分析を複数まとめた）共通教材（下位）
24159君が代に準ずる歌・政治的・政党を意識するので好まれない・国旗が絡むから・戦争を連想する・右翼的なイメージ
日 の ま る
13112歌詞に共感できない・魅力がない・難しい・歌詞に夢がない
743子どもの気持ちにフィットしない
642時代に合わない・古くさい
33鍵盤では同音反復で弾きやすくてよい
321旋律難しい・単純すぎる・盛り上がりがない
211題名が気になる
22授業以外に歌う機会がない
1717イメージしづらい・牧場を知る児童少なく地域限定・実感なく共感しづらい
まきばの朝
871歌って楽しく感じない・メロディーが単調・盛り上がらない
642音程とりにくく歌いづらい・音程が高い
541扱っても記憶に残らない・知られていない
431歌詞が難解
44歌ったことがない・知らない
22児童が好まず
11観賞用の歌？
17152遊びにつながらない・他のあそび唄をうたう・教材化しづらい
かくれんぼ
1284このようなわらべ歌が子どもに合わなくなっている・古い・今の子どもになじまない
642内容・イメージが古い
651幼稚園でもやっていそうで扱わない・児童が自発的に歌っているのではないか？
312地域により節回しや歌詞が異なる
321音にしづらい・音楽として楽しくない
321盛り上がらない・曲に山場がない
22児童は好むが・あまり知られていない
413011歌詞が難解・文語体・イメージしづらい・歌詞に馴染めない
冬 げ し き
743時代遅れ・旋律に児童が共感できない
651音域広く歌いづらい・音程とりづらい
22歌ったことがない・知らない
211和音の移り変わり速すぎる、歌をのせにくい
20155歌詞が難解・文語体・スポーツの「スキー」で文語体とは不可解
スキーのうた
16133歌いづらい・テンポ速い音程がとりづらい７度音程あり
1082スキーをする地域限定・ブーム減少時代に合わない・今はボード
624歌ったことがない・知らない・他のスキーの歌の方がよい
431題材のイメージ掴みにくい・スキーの経験がない
431メロディーが古い
26188古すぎる音楽で小学生には感覚として捉えにくい・歌いづらい・教えづらい
越天楽今様
1293歌詞が難解・格調高すぎ
963日常性に乏しく歌詞からイメージできない・音楽的魅力に欠ける
523歌ったことがない・知らない
642テンポが遅い・拍子感が捉えづらい・ユニゾンでつまらない
11伴奏が付けにくい
22個人的にはいいうただと思うが、児童には伝えにくい      教科が行事の請負になり、独立した教材が扱える時間がないその他の意見
553718調 査 対 象
鈴木　　渉　・　伊藤　　綾
１７０
７６
及んでいる。教材として扱われない根拠としては、古い歌詞に加えて歌いにくいメロ
ディーが重なっていることで、かなりのダメージがあるようである。
○　「日のまる」では、純粋な音楽表現活動以外の目的・意図が感じられるため敬遠されて
いるとする指摘が２４件、さらに「歌詞に共感できない」も含めれば合計３７件で、これは
同教材の指摘６０件中６２％に及ぶ。「戦争を連想する」という戦中日本の残像を想起するこ
とにより、音楽表現の活動以外の目的・意図を持つ教材として受け入れられないことが
わかる。
○　回答のなかで、小学校教員と中・高校教員の回答数の差異で興味深い点があるので指
摘しておきたい。「まきばの朝」と「かくれんぼ」の回答数のトップが、いずれも小と
中・高校とでは大きく食い違っている点である。他にも「日のまる」「冬げしき」「スキー
のうた」「越天楽今様」にもやや同じような傾向が見られるが、この２例ほど顕著なもの
ではない。これは、実際に教えている教員が体験し苦労している教えづらさ等の切実な
声として、しっかりと受け止める必要がある意見である。
○　共通教材について「歌ったことがない・知らない」との回答に関し、不可解と思われ
る可能性があるので指摘しておきたい。それは中・高教員が小学校の共通教材について
のコメントであるのでそれほど問題ではない。ただしごく僅か、小学校教員にも小学校
の共通教材を「知らない」と答えた者がいた。
６　中学校歌唱共通教材等の履修と記憶の調査　集計結果
　①　中学校歌唱共通教材の調査
中学校では、平成１０年学習指導要領において歌唱共通教材そのものが指定から外され、
歌唱・鑑賞ともに共通教材が全廃された。その後、平成２０年の改訂により歌唱共通教材の
み７曲が復活するに至っている。そして、この７曲のうちから学年ごとに１曲以上選んで
指導することとしている。
そこでこれら７曲が、現在どの程
度授業で扱われているのか、また生
徒の立場で授業を受けた学生たち
が、どの程度周知しているかを調査
した。調査対象としたのは、小学校
の調査と同一の用紙であるため、対
象者はまったく同じである。
調査対象の曲数が少ないため、と
くに数値の偏りで順位を入れ替え
ず、五十音順によって表記してあ
る。
調査結果からは、たとえ７曲で
あっても小学校の調査と同様、大き
な偏りが生じていることがわかった。
○　「赤とんぼ」「花」ともに周知度（①～④の合計）は、９０％以上を示している。この数
値は小学校の共通教材、上位７曲以内に相当する。
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　黒　①　習った記憶もあり、今でも歌える。（歌詞は記憶なくともよい）
斜線　②　習った記憶はあるが、歌えるかはあまり（殆ど）自信がない。
　灰　③　習ったかは覚えていないが、（おぼろげながらでも）歌える。
　白　④　習った覚えはなく歌えないが、この歌の存在くらいは知っていた。
縦線　⑤　習わない。このような歌があることも知らない。（全く記憶にない）
歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する
＝歌い継がれる曲の価値に関する考察＝
１７１
７７
○　逆に「早春賦」「花の街」ともに周知度は、６０数％から３０数％にとどまっており、この
数値は小学校の下位６曲に相当している。
②　中学校でよく歌われる任意の合唱教材の調査
ためしに、中学校においてかなり歌われていると思われる合唱教材を、任意の調査の曲
として４曲あげてみた。結果は「赤とんぼ」や「花」と並ぶくらいの高い率を示していた。
「夢の世界を」は、入門期の合唱教材としてふさわしい教材である。「時の旅人」は、演
奏時間は比較的長く変化に富んでいるため「今でも歌える」に該当しないようであり、校
内合唱コンクールのクラス合唱曲として使用することも多く、周知度（①～④の合計）は
９０％を超えるが、意外と①が少ないのは、クラスの合唱としたので聴いたクラスの立場も
あるので理解できる数値である。
「大地讃頌」「旅立ちの日に」とも
に３年生の学年合唱、および式歌
として広く扱われている。いずれ
にせよ、４曲すべてが中学校共通
教材の上位３曲以内を占めてい
た。
③　かつての鑑賞共通教材の調査
さらにためしに、平成元年指導要領まで鑑賞共通教材であった、下表に示す６曲につい
て調査した。鑑賞教材については
平成１０年改定から、共通教材をと
くに定めることはなくなったが、
教科書出版各社では、今日でもな
お共通教材並みの扱いでこれらを
教科書に掲載している。
したがって音楽の授業ではこれ
らがどの程度、教材として扱われ
ているのかを明らかにしたもの
で、これまでの調査と同じ要領で
調査した。
調査結果からは、授業において扱われている率が意外にも高いことがわかった。①～③
を合わせると、６曲すべてが８０％以上で、ほぼ同程度の比率で扱われていたのである。
鑑賞教材のなかで最も扱われず、知られていない「小フーガ」であっても、歌唱教材の
順位でいえば「赤とんぼ」「花」につづいて第三位の数値となっている。
７　中学校共通教材の調査結果をみた現職教員のコメント
前述した小学校共通教材の調査結果をみた現職教員のコメントと同様に、中学校共通教
材でもコメントをしていただいた。全曲は７曲と少ないために、上位２曲と下位の２曲の
みを調査対象とした。
　黒　①　習った記憶もあり、今でも聴けば、曲名まで思い出せる。
斜線　②　習った記憶はあるが、どんな曲だかはあまり覚えがない。
　灰　③　習ったかは覚えていないが、曲を聴けば曲名ぐらいは出てきそう。
　白　④　習った覚えはなく曲を聴いてもわからないが､題名くらいは知っていた。
縦線　⑤　習わない。このような曲があることも知らなかった。（全く記憶にない）
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鈴木　　渉　・　伊藤　　綾
１７２
７８
○　「赤とんぼ」と「花」を比較してみると、「赤とんぼ」は歌詞へのコメントがより高く、
「歌詞のイメージ…」「季節感…」合わせて４７件、この教材の全コメント８６件うち５５％と
圧倒的である。それに比べ「花」は、音楽そのものに集中し「旋律が美しい…」「軽快な
テンポ…」「ハーモニーが魅力」「伴奏も魅力的」合わせて、この教材の全コメント８０件
中４２件、５３％とこれもかなり高い。
つぎに、あまり扱われていない共通教材、下位の２曲についてのコメントである。
○　双方ともに歌詞に対するコメントが多いいが、「早春賦」では「歌詞が難解」が１２件、
音楽に対するコメントが「音域広く…」「テンポが速く…」合わせて１２件と同数である。
音楽に対するコメントについては納得できる部分も多い。顕著な例としては、歌い出し
のメロディーが、アルペジオで一気に１１度も駆け上がる動きは、かなり訓練されていな
いと歌いこなせないところである。
○　小学校教員と中・高教員の回答の差異について、興味深い指摘をしておきたい。「早春
合計小中高コメント（同じような分析を複数まとめた）
共通教材
（上２・下２）
352411歌詞はイメー ジしやすい・日本人の心に響く・郷愁さそう・なつかしさ
赤 と ん ぼ
21129旋律が歌いやすい・美しい（和音を含む）・気持ちに訴える旋律
1275季節感あり
826耳馴染みすぐに歌える・メディア等耳にすることが多い
541世代を超えて歌い継がれる
321短くくり返し記憶に残る
11少ない時数で指導可　　
11Esdur日本人好み
22148旋律が美しい・歌いやすい・形式が整っている
花
1174季節感あり
1055歌詞の雰囲気よくイメージ明確
1046軽快なテンポ・リズム感・躍動感あり
945ハーモニーが魅力・副旋律が魅力・二重唱で活用できる
532耳馴染みすぐに歌える
312表現すべき課題が明確　気持ちの高揚つくりやすい
321鑑賞と関連・作曲者･「荒城の月」関連で滝廉太郎の人生に興味
211歌詞に色彩感あり
211この曲ぐらいは教養として・世代を超えて歌い継がれる
211歌詞はやや難
11伴奏も魅力的
24186歌詞が古く難解
早 春 賦
22814音域広く歌いづらい・ブレスが難しい
413テンポが速く中学生には歌いこなせない
33歌ったことがない・知らない
22卒業式練習の時期と重なり季節感を感じ取らせるチャンスなし
22耳慣れしない
19127歌詞が難しい・時代に合っていない・メージが抽象的
花 の 街
1174歌いづらい・覚えにくい
642生徒があまり好まないすぐに飽きる・感性に沿わない
651表現すべき課題が不明
514伴奏が難しい・和音進行難
532リズム・テンポ掴みづらい
55歌ったことがない・知らない
422耳馴染みなく旋律が難
22メロディーが古い
553718調 査 対 象
歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する
＝歌い継がれる曲の価値に関する考察＝
１７３
７９
賦」第２位、「音域広く歌いづらい・ブレスが難しい」は、実際に教えている中・高教員
の数が２倍の調査人数を有する小学校教員のほぼ倍に達している。これも、実際に教え
た経験を持っていればこそであろう。
○　また、「歌詞が難解」は古い文語体でつくられており、これまでも「花」「冬げしき」
「越天楽今様」などにも同じコメントが書かれていた。しかし、古い文語体だけが敬遠さ
れる対象となっているかといえば、そうではない理由もあるようである。たとえば「花
の街」は現代の口語体で書かれているが「歌詞が時代に合っていない」「イメージが抽象
的」という指摘とともに「表現すべき課題が不明」を含めて、この教材の全コメント６３
件中２５件、４０％もある。この曲の場合、作曲された当時の歴史的背景、当時の民衆の状
況や願い等が十分に把握されていないとイメージが掴めない内容であり、これが“難解”
に繋がったのではないかと考えられる。考えるにつけこの二曲ともに優れた作品である
と思われるが、中学生にとっては、歌詞理解・表現技能の両面から難しい点があったの
ではないだろうか。
８　よく扱われる教材とあまり扱われない教材の特徴
さて、これら共通歌唱教材、任意の合唱教材、かつての共通鑑賞教材等が、授業のなか
でどれほど扱われているのか、また学習した側にとってどれほど周知されていたかを、こ
うした調査を経て明らかにしてきた。そこでこれらを総合的に比較してみると、以下のこ
とがいえるであろう。
すなわち、調査の数値からもわかるとおり、その上位を占める教材群については、歌詞
の理解と表現すべき課題、および音楽としての味わいや作曲上の豊かさとともに、表現技
能の両面からもそれぞれが発達段階に即していることなどが、教材として好んで扱われる
根拠となることが明らかになった。そして何よりも、これらの教材が生涯をとおして愛唱
され、また世代を超えて歌い継がれていくべき歌として、音楽教育の実践者たちによって
しっかりと篩にかけられ、選ばれた結果であるともいえるであろう。
その反面、共通教材であっても教材としては殆ど扱われない曲もまた多いことがわかっ
た。それどころか「習った覚えはなく歌えないが、この歌の存在くらいは知っていた」「こ
のような歌があることも知らなかった」を併せた数値が三分の二を超える教材は５曲にの
ぼっている。これらに共通なことは５曲に限らず、難解な歌詞、盛り上がりに欠ける旋律、
時代の感覚に合わない音楽や表現課題、発達段階にそぐわない音楽等々がその理由として
あげられ、教材として選択されにくい点が浮き彫りにされ、教材としての価値が極めて薄
い曲であることが明らかにされたのではないだろうか。
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Ⅱ．音楽構造から見た歌唱共通教材と任意合唱教材の差異
ここでは第２段階として、「Ｉ．共通・任意歌唱教材に関する調査と考察」の結果をもと
に、愛唱される共通教材とそうでないもの、および任意教材との差異を音楽構造から明ら
かにしたい。
１　小学校歌唱共通教材の分析１
小学校歌唱共通教材全２４曲を、歌詞の問題と音楽の問題に大きく分け、それぞれの詳細
な分析を試みた。なお、通常の歌曲分析においては、文学作品としての詩の構造や内容を
作曲家がどのように音楽というジャンルに置き換えたのかを考察することが重要である。
しかし、ここで取りあげる作品は、近年の歌謡曲と同様、曲が先に作られたもの、作詞家
と作曲家が共同で創作したもの、言葉に自然発展的に旋律線がついたものと様々であり、
言葉を音楽に置き換える際の、作曲家の意図や音楽的効果について、一貫した手法により
分析することは不可能である。したがって本章においては、分析の視点を前章のアンケー
ト調査で問題になった部分に限定し、整理・考察する。なお、曲順は第Ｉ章の表に従う。作
品名の網かけは、文部省唱歌を指す。
敢　歌詞の分析
前述でも指摘したように、歌詞内容は、教師の目指す子ども像を形成するための教材選
択の上で、非常に重要な比重を占めていると考えられる。まずは歌詞の構造のみを以下の
［表１］にまとめた。
［表１］
 
　1　　使用楽譜：重嶋博『小学校音楽科指導法』1990年、教育芸術社。
歌詞内容歌詞学年教材名
主人公がふるさとの自然の美しさを思い出している。文語6ふ る さ と
春の訪れを、花が咲くことや鳥たちが鳴くことと結びつけて描写している。口語2春 が き た
秋の山を彩る紅葉の美しさを描写している。口語4も み じ
秋の様々な虫の声を描写している。口語2虫 の こ え
海の雄大さと、主人公がそれを見て外国に思いを馳せる様子が書かれている。口語1う み
かたつむりの姿の面白さを歌っている。口語1か た つ む り
田舎の日が暮れていく様子と、日が暮れああとの様子を描写している。口語2夕 や け こ や け
満開の桜の様子を描写している。口語4さ く ら さ く ら
八十八夜に茶つみをしながら歌う歌として書かれている。口語3茶 つ み
春の川の岸辺や、小川の中の生き物たちの様子を描写している。口語3春 の 小 川
おぼろ月夜に照らされた自然豊かな田舎道の様子を歌っている。文語6お ぼ ろ 月 夜
主人公が生まれ育った海辺の情景を歌っている。文語6わ れ は 海 の 子
空高く飛ぶ鳶を描写するとともに呼びかけている。口語4と ん び
蓮の花の開閉の様子を歌ったわらべ歌。口語1ひらいたひらいた
空にたなびく鯉のぼりが大海を泳いでいるように見立てて描写している。文語5こ い の ぼ り
母親が子どもを寝かしつけるために歌う日本古謡。文語5子 も り 歌
月の中に見える兎と自然界の兎への呼びかけを掛け合わせた日本古謡。口語3う さ ぎ
富士山の雄大さを歌っている。口語3ふ じ 山
日本国旗の見た目とその美しさを描写している。口語1ひ の ま る
牧場の朝の自然と動物の様子をそこで鳴り響く音とともに描写している。口語4ま き ば の 朝
かくれんぼをするときの遊び歌。口語2か く れ ん ぼ
田舎の冬景色と村の様子を、朝昼晩に分けて描写している。文語5冬 げ し き
山頂から麓まで、スキーで斜面を滑り降りる爽快感を歌っている。文語5ス キ ー の 歌
春（第１番）と夏（第２番）の花と自然の美しさを歌っている。文語6越 天 楽 今 様
歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する
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●「難解な歌詞」という指摘と文語体の関連性
［表１］の中でまず目につくのが、文語の歌詞を持つものが比較的下位にあることであ
る。とくに高学年の教材に文語で書かれた歌詞が目立つが、これは、中学校から古典の授
業が始まることを受け、文科省が意図的に教材に選んだと考えられる。しかし残念なが
ら、Ｉ−３の調査結果から見る限り、実際に現場で教材として使用されている割合は低く、
文科省のもくろみは達成できていない。
その最も大きな理由として、楽譜に書き込まれた文語の読みにくさがあげられよう。文
語というのは、漢字をある程度混入しないと、読みにくくまた意味が理解しにくいが、楽
譜に書き込む場合にはシラブルに各音を与えるため、すべての言葉がひらがな表記とな
る。その結果、読みにくさと意味の伝わりにくさが増大する。加えて、Ｉ−５の調査結果
において「歌詞が難解」という意見がみられるように、「さぎり＝狭霧」、「のべ＝野辺」
（『冬げしき』より）、「いらか＝甍」（『こいのぼり』より）といった、小学生のみならず、
教師側にもいささか聞き慣れない単語が出てくることも、文語のテクストが敬遠される理
由の一つと考えられよう。
ただし、文語だから
毅 毅 毅
敬遠されるのではないことは、同様に文語のテクストを持つ『ふる
さと』が最も好まれていることからも明らかだ。この作品のテクストは比較的易しい文語
で書かれており、さらに情景を想起しやすいことから、好んで取りあげられていると考え
られよう。
●歌詞内容について
口語にもかかわらず下位にある作品の問題を、以下の二つの視点から考察する。
・教材としてのわらべ歌の妥当性：文語の歌詞とも関係することではあるが、わらべ歌、
子守唄といった、日常生活から生まれた歌は、比較的下位にある。日常的、あるいは伝
統的な歌とはいえ、現代ではこれらの歌を耳にしたことがない子どもも多いのかもしれ
ない。しかし、教師側の世代にとっては、まだ聞き慣れた旋律に感じる割合の方が多い
のではないか。それにもかかわらず教材として取りあげられない理由として、「わらべ
歌」というジャンルが「歌唱教材」として適切なのか、という根本的な問題に注目しな
くてはならないだろう。この問題に関しては、音楽構造の問題と合わせてあとで詳しく
論じたい。
・歌詞内容に対する教師の共感度：アンケートの結果にも見られたように、歌詞内容に教
師が共感できないものである。１点目は『ふじ山』や『ひのまる』のような音楽表現の
活動以外の目的や意図を想起しかねないもの。２点目は『まきばの歌』や『スキーの歌』
に見られるように、地域によって共通理解度に差が出る内容の歌詞を持つものである。
実際にアンケートにおいても、「題材のイメージがつかみにくい」との意見が出ている。
ただし、これに関しては視覚教材などを用いて児童に説明し、想像力を働かせて歌わせ
る指導も可能であること、また都会や積雪の無い地方での調査ならまだしも、山形県と
いう自然に囲まれ、積雪量の多い地域での調査であるのに、「イメージしづらい・牧場を
知る生徒が少なく地域限定・実感無く共感しづらい」（『まきばの朝』に対するコメント）
や「スキーをする地域限定・題材のイメージ掴みにくい・スキーの経験がない」（『スキー
のうた』に対するコメント）という意見が出たことは興味深い。これに関しては、指導
者側は歌詞に問題があると感じているが、実際には音楽構造に問題があるとも考えられ
鈴木　　渉　・　伊藤　　綾
１７６
８２
る。したがって、この問題に関しては音楽の分析を通して、もう一度考察したい。
柑　音楽の分析
各作品の楽曲構造を、調性、転調の有無、最大跳躍音程、最高音／最低音、ディナーミ
クの有無、和声の種類、旋律線の特徴の７つの視点から分析し、［表２］にまとめた。ピア
ノ伴奏については、簡易伴奏譜の使用や教員独自のアレンジなど様々な可能性が考えられ
るため、分析の対象から除外した。したがって、和声分析は旋律線からのみ行ったもので
ある。また、『さくらさくら』『ひらいたひらいた』『子もり歌』『うさぎ』『かくれんぼ』
『越天楽今様』の６曲の「記譜上の調」に関しては、鈴木渉著『教師のためのピアノ版奏法
入門』２００９年、東洋館出版社、１０２頁の表記に従った。２
［表２］
 
　2　　この６曲をほかの作品と同様、西洋音楽的手法によって表すと以下のようになる：『さくらさくら』イ
短調第４、７音省略、『ひらいたひらいた』イ短調自然的短音階第４音省略、『子もり歌』ニ短調第４、
７音省略（陰）、イ短調自然的短音階（陽）、『うさぎ』イ短調第４、７音省略（ただし歌い終わりに向け
て第４音→第５音の進行あり）、『かくれんぼ』イ短調自然的短音階、『越天楽今様』イ短調自然的短音階。
　3　　『子もり歌』には「陰」と「陽」の二種類の楽譜が掲載されているが、これは陰／陽音階を示したもの
ではなく、「暗い曲調のもの＝陰」と「明るい曲調のもの＝陽」という表示と考えられる。
旋律線の特徴和　声ディナ ミーク最高音／最低音最大跳躍音程転調記譜上の調学年教材名
様々なリズムI, Ⅳ, Vあり２点二／１点ハ完全５度なしヘ長調６ふ る さ と
跳躍音程多I, Vあり２点ホ／１点ハ短６度なしハ長調（第７音省略）２春 が き た
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点二／１点ハ長６度なしヘ長調４も み じ
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／１点ハ長６度なしハ長調（第４音省略）２虫 の こ え
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点二／１点二完全５度なしト長調（第４、７音省略）１う   み
付点リズムの多用I, Vあり２点ハ／１点ハ完全４度なしハ長調（第７音省略）１か た つ む り
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／１点ハ完全４度なしハ長調（第４、７音省略）２夕やけこやけ
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／ロ短７度なし陰音階４さくらさくら
跳躍音程多I, Vあり２点二／１点二完全４度なしト長調（第４、７音省略）３茶 つ み
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／１点ハ完全４度なしハ長調（第４音省略）３春 の 小 川
様々なリズム、
跳躍音程多
I, V,
V度上のVあり２点二／１点ハ完全５度なし
ハ長調
（第７音省略）６お ぼ ろ 月 夜
音程差、
様々なリズムI, Ⅳ, V, 属七あり２点二／イ完全４度なしニ長調６われは海の子
音程差大、
付点音符多I, Ⅳ, V, VIあり２点ハ／１点ハ完全８度なし
ハ長調
（第４、７音省略）４と ん び
同じリズムパターンの
繰り返し、同音反復多I, V-５なし２点二／１点ホ短３度なし陽音階１ひらいたひらいた
付点リズムの多用I, Ⅳ, V,V度上のVあり２点二／１点ハ完全４度なし
ヘ長調
（第４音省略）５こ い の ぼ り
跳躍音程多I, II, V
なし
２点二／１点二
完全５度なし陰音階
陰
５子 も り 歌３ 跳躍音程多
調性が曖昧I, Ⅳ, V２点ハ／１点ハ陽
増音程跳躍I, Ⅳ, Vなし２点ハ／１点二増４度なし陰音階３う さ ぎ
様々なリズム
跳躍音程多I, Ⅳ, Vあり２点ハ／１点ハ長６度なしハ長調３ふ じ 山
四部音符のみ
同音反復多I, II, Ⅳ, V,あり２点二／１点へ長３度なし
へ長調
（第４、７音省略）１ひ の ま る
様々なリズム、跳躍音程I, Ⅳ, Vあり２点二／１点ハ完全５度なしハ長調４ま き ば の 朝
付点音符の多用
同音反復多I, Ⅳ, Vあり１点ロ／１点二完全４度なし陽音階２か く れ ん ぼ
様々なリズム、跳躍音程I, Ⅳ, Vあり２点二／ロ完全５度なしヘ長調５冬 げ し き
様々なリズム、跳躍音
程、アウフタクト
I, Ⅳ, V,
V度上のVあり２点二／ロ長７度ありト長調５ス キ ー の 歌
同音反復多
リズムが平坦I, Vなし２点二／ロ完全４度なし律旋法６越 天 楽 今 様
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●旋律線の特徴
使用頻度が上位の教材の多くは、同音反復や、同じ音価のみで構成されるのではなく、
適度な跳躍音程と様々なリズムの組み合わせによる、メロディックなものが多かった。と
くに低学年には、旋律線にもリズムにも、単純平易なものが多く含まれるが、むしろ多少
複雑なものが好まれている。その理由として、音楽的により変化に富む作品の方が子ども
の興味をひきやすく、感性豊かに作品に取り組めることがあげられよう。もちろん教師側
も、そのような作品の方が自己の欲求を満足できるという作用が働いているものと思われ
る。
その一方で、旋律的にも和声的にもある程度の複雑さが見られるにもかかわらず、使用
頻度が低いのが『まきばの朝』、『冬げしき』、『スキーの歌』である。これらの作品は歌詞
の分析の時点で、「題材のイメージがつかみにくい」という意見が出ていることに言及した
が、山形での調査であるためその理由は、共通教材に対する教師の表面的なポーズであり、
コメントの裏には別の理由が隠されているという真意を見極める必要性を求められる。ま
た音楽構造的にみても、リズムや旋律線は上位に位置する教材に匹敵するほど変化に富む
作りになっている。旋律線の音楽構造における問題点を指摘するならば、たとえば『ス
キーの歌』において、歌い出してすぐに現れる連続跳躍「長６度下行―短７度上行、完全
５度下行―長６度上行（ひのかげ　はゆるのやま）」の歌いにくさがある。ただし、後述す
るがこれよりもはるかに複雑な任意教材が好んで歌われていることを考えると、それがこ
の曲が敬遠される大きな理由になっているとも考えにくい。あえて主観的な意見を述べる
ならば、第１拍にほぼ毎小節長い音価が置かれることにより、１フレーズの中で頻繁にも
たつきが出ること、さらにはそれによって、ラジオ体操に使用される音楽のような雰囲気
を生み出してしまい、指導者にも生徒たちにも「旋律線を味わう」という音楽的な満足感
をもたらしにくくしているように思われる。これらの曲に関しては、今後継続的な調査を
行い、より多くの意見を収集する必要があるだろう。
また、調性に注目すると、多くの作品はヨナ抜き音階あるいは第４音か第７音のみを省
略しており、日本の伝統音楽的な響きを持っていることが分かる。とくに短調の作品にお
いては、旋律線・和声的短音階のものがまったく無く、日本的な響きのする作品ばかりを
教材として選定していることは明白である。しかしながら、とくに自然的短音階の作品が
下位に位置しており、日本的な響きの作品の中でも、暗い響きのものは現場では好まれて
いないことが分かる。これは、暗い曲を１時間歌い続けながら、旋律線の美しさや歌う喜
びを味わうことが容易ではないことを示すものである。
●１学年用共通教材に見る問題点
『ひらいたひらいた』や『ひのまる』といった作品の音楽的特徴は、同音反復の多用と、
平坦なリズムである。これらは新１年生の読譜力などを鑑みて設定されたと考えられる
が、昨今、ほとんどの生徒は幼稚園や保育施設などで、これらよりも複雑な作品４に接して
いる。また、彼らが見聞きするテレビから流れるアニメの主題歌やポップ・ミュージック５
　4　　たとえば代表的な幼稚園歌唱教材、《かごめかごめ》や《すうじのうた》など、付点リズムや旋律に比較的
広い跳躍がすでにみられる。とくに近年では《崖の上のポニョ》など、アニメ映画の主題歌も、幼稚園です
でに教材として取りあげられることが多く、それらの音楽構造は小学校低学年の歌唱共通教材と比較し
ても、明らかに複雑である。
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はかなり複雑な楽曲構造をもつ。そのため、幼少より日常的に比較的複雑な音楽に慣れ親
しんできた耳は、たとえ小学生とはいえ変化に富む音楽を欲すると考えられる。
もちろん「読譜」の訓練という面に限ってみれば、共通教材のようなレヴェルから始め
るべきであろうが、そのような歌唱表現の活動が子どもたちの感性を刺激し、表情豊かに
作品を味わって歌うのかと言われれば、それは不可能であろう。このような教師の建前と
本音の開離が、教材の使用頻度の差異となって現れていると考えられる。　
●わらべ歌の扱い
前述の歌詞内容の分析から、わらべ歌が敬遠されることについて言及したが、音楽構造
面から見ても、わらべ歌は旋律線の変化に乏しいことから、生徒や教師の音楽的欲求を充
分に満たすものではないことがわかる。もちろん、わらべ歌を通して日本の伝統的な旋律
や文化を学ぶことは大切であるが、そのほとんどが敬遠されていることを鑑みるならば、
その数を減らすか、または「昔の遊び歌を知ろう」といった形で、総合学習的教材として
扱いを検討することも必要ではないだろうか。
２　中学校歌唱共通教材の分析６
小学校歌唱共通教材の分析をふまえ、中学校歌唱共通教材にも同様の問題点が見られる
のかを分析する。なお、表における作品の表記は、上から使用頻度の高い作品となってい
る。
敢　歌詞の分析
中学校共通教材７曲の歌詞内容は、以下のような特徴を持つ。
［表３］
●文語調の歌詞について
小学校歌唱共通教材においては、意味の分かりにくさと、ひらがな表記をしたときの歌
いにくさから、文語の歌詞を持つ教材は敬遠される傾向であった。これに対し、中学校歌
唱共通教材においては、日本伝統文化を学ばせるために、そのほとんどが文語の歌詞と
なっている。しかしながら、『赤とんぼ』『花』『荒城の月』は、認知度も使用頻度も高い。
　5　　アニメでは『ドラえもん』『名探偵コナン』『ポケットモンスター』ほか多くが、付点リズム、シンコペー
ション、転調、アップテンポといった、共通歌唱教材よりも圧倒的に複雑な音楽構成をもつ。ポップ・
ミュージックになるとさらに複雑化し、小・中学生と同世代のアイドルグループ（AKB48、ジャニーズ事務
所の各グループ、ハロー！プロジェクトの各グループほか）の歌に限ってみても同様のことが言えよう。
　6　　使用楽譜：石澤眞紀夫『中学校・高等学校教育課程　音楽科教育法』2009年、教育芸術社。
歌詞内容歌詞学年教材名
赤とんぼを見て、過去や故郷に思いを馳せている。文語
学年
１曲
以上
選択
赤 と ん ぼ
春の隅田川周辺の自然の様子を描写している。文語花
故郷の夏の自然の美しさに思いを馳せている。口語夏の想い出
荒城にたたずみ、移り変わる世の中と昔も今も変わらない月の光を対比させ、思い
を馳せている。
文語荒 城 の 月
浜辺を歩きながら、昔の出来事や人々に思いを馳せている。文語浜 辺 の 歌
まだ冬の名残が色濃い立春の様子を描いている。文語早 春 賦
戦争が終わったあとの悲しみと、平和な未来へ向かっての希望を、幻想の中の花に
あふれる街を想い描きながら歌っている。
口語花 の 街
歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する
＝歌い継がれる曲の価値に関する考察＝
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その理由としては、簡単な単語で自然の描写をしていることが、親しみを生み出している
ことが考えられる。また、学校以外の場所でも耳にする機会がある曲が多く、心理的にな
じみのあるものになっていることが考えられる。
●歌詞内容について
歌詞内容は、そのほとんどにおいて、主人公が自然を見ながら昔や故郷に思いを馳せて
いる叙情的なものである。したがって、小学校歌唱共通教材に見られたような、内容に対
する拒否反応や無理解というものは少ない。ただし、『花の街』に関してはⅠ−７のコメン
トにあるように、すぐには理解しがたい抽象的な歌詞である。作詞者の意図をくみ、「戦争
と平和」というテーマで生徒に歌詞内容を考えさせる授業を行うには有益な作品であろう
が、内容には深く踏み込まず、歌う楽しさを中心に追求する場合には、「生徒があまり好ま
ず、すぐ飽きる」といった状況が引き起こされることもあるだろう。
柑　音楽の分析
小学校歌唱共通教材と同様、各作品の楽曲構造を、調性、転調の有無、最大跳躍音程、
最高音／最低音、和声の種類、旋律線の特徴の６つの視点から分析し［表４］にまとめた。
なお、ピアノ伴奏については小学校共通教材の分析と同様の理由により、ここでも分析の
対象から除外した。また、ディナーミクはすべての作品に見られたため、その有無をここ
であえて示すことは避けた。
［表４］
●旋律の特徴
小学校共通教材と比較し、旋律線の上下行が頻繁で、それに合わせてクレッシェンドや
デクレッシェンドが付けられ、より変化に富んだ音楽表現が求められている。７曲中、短
調の作品は『荒城の月』のみである。この作品は基本的に自然的短音階で書かれているも
のの、１カ所ほど嬰ホ音が用いられることにより、部分的に和声的短音階になっている。
小学校共通教材においては暗い響きの自然短音階の作品は下位に位置する傾向にあった
が、中学校においては音楽構造のある程度の難しさが逆に歌唱への興味を刺激し、下位を
免れていると考えられる。
旋律線の特徴和　声最高音／最低音最大跳躍音程転調記譜上の調性教材名
日本的な旋律線。１フレーズの中で旋
律の上下行があり，それに合わせて
ディナーミクが付けられている。
I, Ⅳ, V２点変ホ／ロ短６度なし変ホ長調（第４、７音省略）赤 と ん ぼ
１、３番は斉唱、２番は男女が交互に
歌う。順次下行が多い。I, II, Ⅳ, V２点ホ／ロ完５度なし
ト長調
（第４、７音省略）花
曲の途中にフェルマータがある。和声
が少し複雑。I, V７, VI, VI上のV２点二／ロ１オクターヴありニ長調夏 の 想 い 出
日本的な旋律線。嬰ホ音が出てくる部
分が連続する半音下行で難しい。I, Ⅳ, V, V上のV２点二／変ロ短６度なし
ロ短調
（自然的短音階）荒 城 の 月
７ 
６度や５度の跳躍上下行がある。転調
部分において、跳躍先が半音上行して
いく部分が難しい。
I. Ⅳ. V２点二／１点ハ１オクターヴなしヘ長調（第７音省略）浜 辺 の 歌
４度と３度の跳躍上行で曲が始まる。I, Ⅳ, V７２点変ホ／ロ短７度なし変ホ長調（第７音省略）早 春 賦
斉唱で始まり。後半から二部合唱にな
る。連続する３度の跳躍下行がある。I, Ⅳ, V２点二／１点ハ完全４度ありヘ長調花 の 街
　7　　ここで取り扱った楽譜は滝廉太郎の原曲である。今日は、山田耕筰が手を加えたものの方が多く知ら
れている。
鈴木　　渉　・　伊藤　　綾
１８０
８６
●好まれる教材とそうでない教材の差
とくに好まれる教材である『赤とんぼ』や『花』の場合、順次上行・下行が多く見られ、
それに合わせてクレッシェンドやデクレッシェンドが付けられているので、技術的に楽に
歌うことができ、ディナーミクも自然な形で付けやすい。
一方であまり好まれない作品の『早春賦』は、冒頭より３度と４度の跳躍上行の組み合
わせで１１度も駆け上がるのを筆頭に、跳躍上下行が多い。
また、『花の街』においては、順次進行と跳躍進行がうまく組み合わされており、旋律線
の問題は少ないように見受けられる。むしろ、他の作品が戦前に作られたのに対し、この
作品は戦後すぐ（１９４７年）に作られたため、長い間歌い継がれてきたものではない。さら
には歌詞の分析で言及したように、歌詞内容が抽象的であることが敬遠される要因となっ
ているように見受けられる。したがって、歌唱練習の前に歌詞内容を読み解くことが必須
であり、取り組みが容易な教材とは言いがたい。ただし、道徳など他教科との関連性を持
たせるには有益な教材であろう。
３　任意教材の分析
ここでは中学校でよく歌われる任意の合唱教材の調査（６−②）に用いられた４曲の分
析を、共通教材と同様の視点で試みる。
敢　歌詞の分析
作品の表記は、上から順に使用頻度の高い作品となっている。
［表５］
まず、共通教材と大きく異なるのは、すべての歌詞が口語で書かれている点である。こ
れにより、歌詞により親近感を持つことが出来る。またその内容も、自然に対する畏敬の
念と共に、過去の苦しみを克服し、未来へ向かって踏み出そうという道徳的なメッセージ
性が強い。つまり、歌詞が理解し易いだけでなく、生徒一人一人が自分の人生に置き換え
て詩を味わうことができるような作品が、好まれて取りあげられていることが分かる。
柑　音楽の分析
共通教材と同様、各作品の楽曲構造を、調性、転調の有無、最大跳躍音程、和声の種類、
旋律線の特徴の視点から分析した。さらに共通教材においては、ピアノ伴奏は規定のもの
歌詞内容歌詞教材名
過去の喜びや悲しみを糧に、勇気を持ち自分を信じて未来に向かって踏み出そう、とい
う呼びかけ。
口語旅立ちの日に8　
自然の美しさに思いを馳せると共に、未来へ向かって踏み出そうという呼びかけ。口語夢 の 世 界 を9　
母なる大地に畏敬の念を抱き、生きていることに感謝せよという呼びかけ口語大 地 讃 頌10
過去の喜びや悲しみに思いを馳せる一方で、手と手をとって未来へ向かって歩んでいこ
うという呼びかけ
口語時 の 旅 人11
　8　　使用楽譜：松井孝夫、榎本潤編『全音合唱ピース旅立ちの日に混声版』2007年、全音楽譜出版社。
　9　　使用楽譜：渡瀬昌治編『Chorusへの招待：クラス合唱用』1994年、教育芸術社。
　10　使用楽譜：佐藤真『佐藤眞合唱曲集1』1979年、音楽之友社。
　11　使用楽譜：音楽之友社編『クラス合唱ニューヒットコーラスベストソング』2007年、音楽之友社。
歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する
＝歌い継がれる曲の価値に関する考察＝
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が使われる可能性が大きいと考えられるため、分析の対象に加え［表６］にまとめた。な
お、任意教材の場合は楽曲全体が２～４声で書かれているため、最高音と最低音は表には
示さない。音楽的に重要な役割をしている場合には、個別に言及する。
［表６］
●共通教材との違い
共通教材との大きな相違点として、第４音や７音を省略する「日本ふう」の音階の使用
がみられない。［表６］からも一目瞭然だが、音楽的な要素のどれをとっても、共通教材よ
り格段に複雑で難しい。とくにハーモニーが複雑になり、転調が必ず見られる。また、声
部構成に注目すると、共通教材では混声二部までに限られているのに対し、任意教材は混
声三部以上の構成をとる。さらに、斉唱がほとんどの共通教材に対し、カノンやポリフォ
ニックな旋律が出てくるなど、音楽構造は任意教材が格段に複雑である。
●なぜ任意教材は好まれるのか
１点目は、すべてがここ５０年以内に作られた曲であり、歌詞が口語で旋律線も現代ふう、
すなわち西洋音楽的であることがあげられる。また、歌詞内容も将来への希望や友情を歌
いあげるもので、感情移入あるいは共感が容易である。
２点目は、美しいハーモニーやポリフォニックな動きによって、合唱における「声を合
わせる」喜びを素直に味わうことができる点があげられる。ハーモニーの種類や転調が増
え、ほかの声部と違うリズムや歌詞を歌うということは、楽曲構成が複雑になり難易度が
上がることを意味する。ここで、あまり好まれない中学校共通教材に分類された『早春賦』
や『花の街』の理由に「音域が広く歌いづらい」「ブレスが難しい」「テンポが速い」といっ
た、楽曲構成の難しさが上がっていたのを思い起こしてほしい。しかし、これらの共通教
材と上記の４つの任意教材を比較すると、任意教材の方が圧倒的に難しい。よって、実は
楽曲構成の難しさは、真の理由にはならないことが分かる。
むしろ、その教材が生徒に魅力的なものであるか否かは、歌詞内容と旋律線の美しさの
２つの理由に集約できるだろう。なぜなら、小学校共通教材の分析の際にも言及したが、
現代の子どもたちの多くは幼少の頃より、西洋音楽的構造のもと、頻繁な転調、シンコ
ペーション、旋律線の起伏の激しさ、アップテンポの旋律等を含む、アニメやポップ・
ピアノ伴奏の特徴旋律線の特徴和声最大跳躍音程転調調性教材名
前奏、間奏、後奏はシンコペーショ
ンが現れやや複雑だが、それ以外
は、左手はベース音のみ、右手もほ
とんどが四分音符の３和音で比較的
容易。
混声三部合唱。部分的な短い転調あ
り。ホモフォニックで始まるが、後
半でポリフォニックになり、カノン
も見られる。
I, IV, V7, VI, 
V上のV短６度あり変ロ長調旅立ちの日に
左手はベース音のみ、右手はアル
ペッジョ中心で比較的容易。中間部
では右手が和音の連打となり、ハー
モニーも複雑になる。
混声三部合唱。跳躍上下行が多い。
リタルダンドの表現が求められる。
中間部では高音域が続く。
I ,V7, VI, 
VI上のV完全５度ありハ長調夢の世界を
左手は基本的にベースをおさえるの
みだが、右手に４和音での幅広い動
きが多く、中間部に間奏としての長
めのソロがある。また、調号が♯５
つというのも、読譜を難しくしてい
る。
混声四部合唱。部分的な短い転調あ
り。カノンやポリフォニックな部分
が見られる。増六度でのハーモニー
があるうえ、最高音が高く（ソプラ
ノ：２点へ、テノール：１点へ）、難
しい旋律構成。
I, IV, V7,VI, 
V上のV、減七１オクターヴありロ長調大 地 讃 頌
右手が4和音で動き続けるため難し
い。次々転調する部分では半音階進
行が用いられ、移り変わるハーモ
ニーを美しく自然につなげている。
混声三部合唱。転調が多い（Ｆ：→
ｄ：→Ｄ：→Ｇ：）。ポリフォニック
な部分が多く、すべてのパートに主
旋律を単独で歌う機会が与えられて
いる。
I, II, IV, V7, VI, 
V上のV長６度ありヘ長調時 の 旅 人
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ミュージックに慣れ親しんでおり、それらを耳で覚えて口ずさむ傾向にある。つまり、読
譜力の有無とは全く関係なしに、かなりの数の生徒が「耳で」歌を覚えているのが現状な
のである。これは子どもに限ったことではなく、教師側にも当てはまることだろう。それ
ゆえ「耳なじみ」の良くない曲、すなわち歌詞が難解なものや楽曲構成が単純すぎるもの
は取りあげなくなっているのではないだろうか。
Ⅲ　結　　論
今日の文化は音楽のみならず、世界的にグローバル化が進行しそれぞれの国や民族の文
化におけるアイデンティティーが薄れているようである。音楽においても、若者が好みと
する音楽にとりわけその傾向が強く感じられてならない。
こうした音楽上の環境のなかで育つ今日の子どもたちは、音楽がグローバル化していく
感覚を幼い頃から身につけていることは明かであろう。そしてその子どもたちが就学期を
迎え、これらの共通教材を耳にしたり口にしたりするときに、どのような感想を持つかは
決して想像には難くない。音楽がグローバル化しているからこそ、日本人としての心の歌
を指導することが必要であるとする論も成り立たなくはないが、むしろ子ども達の心を捉
えることのできない教材では、指導の意義すら失われるであろう。
にもかかわらず歌唱共通教材おいては、選択幅の割合の変更はあったものの小学校歌唱
共通教材が昭和４３年の改訂で指定されて以来今日までの４２年間に、全２４曲中９曲（３８％）
が４２年間の指定、１２曲（５０％）
が３１～３３年間の指定、一番新
しい曲の２２年間については３
曲（１３％）の指定で、これよ
りも新しい指定はまったく存
在していない（右記表参照）。
子どもにとって好ましい曲で
あるならば、むしろ残して当
然であるが、これほどまでに
世の中の変化が激しい時代の
なかにあり、これに対応した
教育のあり方が叫ばれている
時代にしては共通教材の変更
への反応は鈍く、まったく無
風状態であることに疑問を持
たずにはいられない。そして
その結果が、本稿の頭書で示した「履修と記憶の調査結果」のグラフから、顕著な数値と
して表されているのではなかろうか。
文部科学省が共通教材の大幅な改定を行わない理由の一つとして、読譜力を身につけさ
せるのが目的と考えられる。これに関しては、平成２２年度改訂『新学習指導要領』Ｂ鑑賞
において、［共通事項］として明記されたことからも明らかであり、実際、共通教材におけ
現行年数平成元年改訂昭和52年改訂昭和43年改訂学年
33年　　う　　み（新）うみ（海は広いな～）つ　　き
1
31年（再）かたつむりかたつむり
33年　　ひらいたひらいた（新）ひらいたひらいた
42年　　日のまる　　日のまる日のまる
42年　　春がきた　　春がきた春がきた
2
33年　　夕やけこやけ（新）夕やけこやけ
33年　　かくれんぼ（新）かくれんぼさくらさくら
22年（新）虫のこえゆ　　き
42年　　春の小川　　春の小川春の小川
3
33年　　う さ ぎ（新）う さ ぎ
33年　　ふ じ 山（新）ふ じ 山も み じ
31年（再）茶 つ み村まつり
42年　　さくらさくら（２）さくらさくら
4
42年　　も み じ（３）もみじ茶 つ み
33年　　と ん び（新）とんび村のかじや
22年（新）まきばの朝子もり歌
42年　　子もり歌（４）子もり歌
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33年　　スキーの歌（新）スキーの歌海（松原遠く～）
42年　　冬げしき　　冬げしき冬げしき
31年（再）こいのぼりこいのぼり
42年　　おぼろ月夜　　おぼろ月夜おぼろ月夜
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42年　　ふるさと　　ふるさとふるさと
31年（再）われは海の子われは海の子
22年（新）越天楽今様（新）かりがわたる
歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する
＝歌い継がれる曲の価値に関する考察＝
１８３
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るハーモニーや調性は学年が上がるにつれ、徐々に複雑化している。
しかし、読譜力のレヴェルにすべての歌唱教材を合わせることが、現実問題として教育
現場で齟齬や矛盾を生み出しているのは、「共通・任意歌唱教材に関する調査と分析」から
一目瞭然である。また読譜力と歌唱能力は必ずしも比例しないことは、好んで歌われる任
意教材の複雑な音楽構造から明らかであろう。　　　　　　
したがって、本調査から明かとなった下位にある教材群が、学習指導要領という法的拘
束力によってほぼ“必修教材”として扱われていることについては、少々無理があるとい
わざるを得ない。
本稿で行った調査結果が、学校で直接指導している教員の判断と、児童・生徒として授
業を受けた側の記憶に残った結果であるという事実を直視し、これを今後の共通教材再考
への判断材料とすべきではないだろうか。共通教材の設定とは、それを示す側の音楽的な
能力や音楽観、そして発達観や文化的な価値観までが問われるものであると考えている。
〈執筆分担〉鈴木　渉（Ⅰ・Ⅲ）　伊藤　綾（Ⅱ・Ⅲの一部）
鈴木　　渉　・　伊藤　　綾
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Summary
SUZUKI Wataru, ITO Aya：
A study into the degree to which common choral singing teaching 
materials are learned and known
—A study of the value of long-sung pieces—
The Japanese Ministry of Education, Culture, Sports Science and Technology 
announced new teaching guidelines on 15th February 2008.In the new guidelines for music 
within compulsory education, the type and number of common choral singing teaching 
materials were not changed. However the percentage of compulsory songs was increased 
and teachers were given fewer options. For example, in the guidelines in 1989, teachers in 
each primary school grade had to teach 3 out of 4 songs from the common teaching 
material. This meant that teachers only had freedom in 25 % of the curriculum. The 
guidelines in 1998 were the same as those in 1988 for primary school grades 1 through 4. 
The common teaching materials that teachers had to teach were reduced to 2 out of 4 
songs in primary school grades 5 and 6, and therefore, the degree to which teachers had 
freedom over the curriculum increased to 50 %. Additionaly in junior high school, the 
requirement to teach specified choral singing teaching materials was removed from the 
1998 guidelines onwards.
 However, the most recent guidelines, from 2008, did not specify the number of songs 
that could be selected from common materials for primary school grade 1 through 4, and 
therefore al songs had to be selected from these materials. The number of songs in 
primary school grades 5 and 6 that had to be selected from the common teaching 
materials was increased to 3 out of 4, thereby further reducing teachers’ freedom. 
Additionaly in junior high school, in the 2008 revisions, the materials that had been 
removed from the common teaching materials in 1998 were reinstated, and teachers now 
have to select 1 in 8 songs from the common teaching materials. 
We feel that these government policy changes raise certain questions. In the present 
study, we take another look at how many songs from these common choral singing 
materials are used in reality in the classroom, to what degree to children and students 
know these songs, as wel as the musical education value and general education value of 
them.
